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企画展「やまぐち植物さんぽ【Ⅰ】 
～植物って、すごい、おもしろい、ふしぎ～！」の概要報告

杉江　喜寿１）

Summary report of exhibition“the Botanical stroll in Yamaguchi【1】 
−Plants is amaizing,interesting, mysterious!−”

  
Yoshihisa Sugie

１ 　はじめに

　当館の展示は、規模の大きなものから特別展、企画展（数年前まではテーマ展と呼称）、
コーナー展示となっており、特別展は年 1 回のみ（夏季に）開催する大規模なもので、企画展
はそれに次いでの規模で各担当が持ち回りで年に数回開催するものである。
　今回の企画展は、「植物の世界は奥深く、知れば知るほどすごい、おもしろい、ふしぎな世
界が広がっていて、山口県やその周辺にも興味深い植物がたくさんある」ということを知って
もらうための第 １ 歩として企画したものである。
　そのために、本展では、山口県内の植物を中心にしつつ、山口県の周辺地域として今回は九
州北部の植物、さらに国内の興味深い植物の生育場所の １ つとして沖縄県の植物も紹介するこ
とにして、そのすごさやおもしろさ、ふしぎさをそれらの植物が生育している地域の美しい景
観とともに紹介した。これは単なる植物単体として植物に親しんでもらうのではなく、その地
域独特の自然や景観があってこその植物でもあり、 1 つの珍しい植物だけに囚われてまさに
「木を見て森を見ず」の状態になってしまってほしくないからである。

また、研究報告49号（2022年 3 月発行）、および同50号（2023年 4 月発行）でそれぞれ紹介
してきたように、当館は1912年に開館した県立としては最も古い歴史をもつ博物館ならではの
貴重な標本を多数所蔵しており、今でも未整理の貴重な標本が日々確認されつつある状況であ
ることから、この機会にその一部として日本を代表する植物学者の一人である牧野富太郎や山
口県の植物研究の先駆けと言える二階重楼などが作製した標本を含む貴重な収蔵資料を公開す
ることにした。

さらに、子どもたちに直感的に植物のふしぎさやおもしろさなどを感じてもらうために、世
界のおもしろい植物の果実や種子を多数展示するだけでなく、実際にふれることができるよう
に、展示会場内でのミニ体験会や展示期間中の教育普及講座なども実施した。

企画展の表題が【Ⅰ】となっているのは、企画の段階で、とても １ 回の企画展だけでは、こ
れだけの内容を展示することができないことが明らかだったために、開催段階では次回がいつ

１）山口県立山口博物館（植物）



−22−

〔山口博物館研究報告杉江　喜寿

になるかはわからない状態ではあったが、今回の展示はシリーズの前編（または 1 回目）とい
う位置付けを明確にしておいて、次回以降への期待ももってもらえるようにした。

２　展示時期・場所

⑴　期間　令和6年（2024年）４月25日㈭～6月16日㈰
⑵　場所　3階展示室（旧講堂）

３　展示構成

⑴　展示の趣旨（開催のあいさつより）
　�　私たちは植物の存在なしには生きていけませんが、桜やコスモスなどの季節を代表するよ

うな花を見るとき以外の日頃は、植物のことなどあまり気にせずに生活している人も多いと
思います。そんな植物の世界ですが、実は奥深く、知れば知るほどふしぎがいっぱいで、す
ごくておもしろい世界が広がっていきます。

　�　本展では、山口県内を中心に有名で貴重な植物から、身近でどこにでもある小さな植物ま
で、そのすごさやおもしろさ、ふしぎさをそれらの植物が生育している地域の美しい景観と
ともに映像や画像などで紹介します。また、当館のバーチャル収蔵庫でも紹介している、日
本の植物研究の黎明期（明治時代）に作製された牧野富太郎博士の標本を含む当館所蔵の貴
重な収蔵資料を公開します。

　�　その他にも、植物クイズ、世界のおもしろい植物の果実や種子の展示、子どもたちも楽し
める講座やミニ体験の実施など、子どもたちやあまり植物に興味がない人でも楽しんでいた
だけるように工夫しています。

　�　今回の展示で、一人でも多くの人が植物の世界により興味をもつとともに、改めて山口県
やその周辺地域の自然の豊かさや素晴らしさにふれることで、自然を大切にする心を育んで
いただけると幸いです。

写真2　会場全景2写真1　会場全景1（入口）
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⑵　展示内容
　①　「プロローグ」
　　・山口県の自然や絶景を映像や画像で紹介
　　�　展示の導入として、展示室の入口からみて正面に、今回展示する植物とその地域の絶景

のうちの一部を、短焦点プロジェクター用いて大画面に投影し、会場内に誘導するように
した。これは展示会場が当館の 3 階の最も奥にあり、これまでの経験では会場に気づきに
くいことと、せっかく入口に来ても入口から会場内に足を踏み入れにくいという状況が予
想されるために工夫したものである。

　　�　他にも、映像までの道筋に「なっとくんのやまぐち植物カルタ（詳細は後述）」をＡ３
サイズに拡大して展示し、大人から子供まで楽しみながら展示室に入っていくことができ
るようにした。「なっとくん」は、当館のマスコットキャラクターである。

写真4　プロローグ2（映像の様子）写真3　プロローグ1（植物カルタ）

　②　「やまぐちの植物さんぽに出かけよう！」
　　●やまぐちのすごい植物たち
　　�　ここでは、山口県のすごい植物ということで、「やまぐちのすごい植物たち【絶滅危惧

種編】では県内植物の貴重な絶滅危惧種のうち24種（画像数72）を、「やまぐちのすごい
植物たち【天然記念物編】では、国指定天然記念物10種（画像数50）、県指定天然記念
物25種（画像数125）を展示した。そのうち掲示としては各種 2 画像ぐらいずつの展示ス
ペースしかとれなかったため、他の画像はスライドショーとして映像化し、モニター大小
計 3 台を使用して展示した。また、これらの情報を補完するものとして、一部の絶滅危惧

写真6　すごい植物2写真5　すごい植物1



−24−

〔山口博物館研究報告杉江　喜寿

種の画像や県のレッドデータのWEBサイトを来館者が二次元バーコートで検索して、興
味をさらに深めることができるようにするとともに、当館ＷＥＢサイト上にあり、貴重な
絶滅危惧種の標本や明治時代の標本を高画質で見ることができる「バーチャル収蔵庫」に
ついても紹介した。

　　●やまぐちあちこち植物めぐり
　　�　今回は、県内の自然豊かな7か所の植物をそれぞれの地域の絶景ととともに紹介した。7

か所は、①下関市角島（15種）、②下松市笠戸島（6種）・光市虹ケ浜（5種）・光市室
積（4種）、③山陽小野田市津布田（8種）、④山口市秋穂（8種）、⑤美祢市秋吉台（18
種）、⑥山口市十種ヶ峰（15種）、⑦周南市長野山（18種）であり、延べ植物種計98種を

写真10　あちこち植物めぐり4写真9　あちこち植物めぐり3

写真12  あちこち植物めぐり6写真11　あちこち植物めぐり5

写真8　あちこち植物めぐり2写真7　あちこち植物めぐり1
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紹介した。海岸から草地、山地と幅広い環境の地域を紹介することで結果的に「瀬戸内海
国立公園」「北長門海岸国定公園」「秋吉台国定公園」の植物をそれぞれの絶景とともに
紹介することができた。98種のうち、16種については、収蔵している標本や新たに作製し
たドライフラワーを展示した。

　③　「やまぐちの、日本の植物研究はここから始まった!?」
　　�　もともと地味になりがちな植物展示で、県内植物の紹介だけでは展示が物足りないこと

が予想できた。そこで、牧野富太郎をモデルにしたドラマ放送の効果で、ここ数年の明治
時代頃の植物学者や植物標本への関心が高まっているこの時期を逃さず、当館が所蔵す
る明治時代などの貴重な植物標本を植物研究の歴史とともに展示することにした。この機
会に調べてみたところ、当館には牧野富太郎の標本が1300以上あることが確認できている。
特に「ニジガハマギク」の標本は、牧野富太郎が山口県に来県したときに作製したもの
で、当館の収蔵品として現在確認できている来県時のものとしては唯一のものである。ま
た、山口県の牧野富太郎とも言える存在である二階重楼についても紹介し、標本を展示し
た。牧野富太郎の標本は、別のコーナーのものも含めると計6点、二階重楼の標本は計2点
展示した。ちなみに、今回展示した牧野富太郎の「ツルホラゴケ　明治19年（1896年）」
の標本が、現時点では当館の収蔵資料の中では最古の植物標本である。

　　�　また、明治以前の植物研究の歴史の一部として、シーボルト（Ph.F.v.Siebold:ドイ
ツ.1796～1866）が江戸時代に山口県に2回上陸して調査していたことも紹介した。

写真14 　あちこち植物めぐり8 写真13 あちこち植物めぐり7

写真16  植物研究2写真15　植物研究1
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　④　やまぐち周辺の植物さんぽ（九州北部編）
　　�　来館者の視野を広げ、より植物への関心を高めるために、山口県から気軽に行くことが

できる地域として、山口県近県の植物も紹介することとし、今回は大分県のタデ原湿原、
熊本県のヒゴタイ公園、福岡県の平尾台の植物（計36種）と絶景を紹介した。

写真20　やまぐち周辺2写真19　やまぐち周辺1

　⑤　植物っておもしろいね、ふしぎだね！
　　●沖縄の植物
　　�　この展示の直前の 1 月末に沖縄に行く所用があり、限られた場所と時間ではあるが沖縄

の植物を撮影する機会ができたので、「世界のふしぎな植物」と合わせて沖縄の植物を紹
介した（計10種）。沖縄では 1 月末からカンヒザクラが満開となるため、県の北部を中心
に各地で桜祭りが開催されており、桜の名所はどこも花見で大混雑であった。

　　●沖縄＆世界のふしぎな植物たち
　　�　植物への興味・関心を高めるものとして、世界のおもしろい、ふしぎな植物の実（タ

ネ）の実物を展示した。これは、一部は当館所蔵のものもあるが、大部分は趣味で集めた
もので、講座や出前授業でも活用している私的なコレクションである。計20種を展示した
が、そのうち 4 種は沖縄県でも自生しているものである。　　

　

写真18 　植物研究4写真17  植物研究3
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　　●　なっとくんの「やまぐち植物カルタ」
　　�　今回は、画像や標本といった、植物分野ではオーソドックスな展示物とは別に、特に子どもた

ちの植物への興味・関心を高めるためいくつかの工夫をしたが、その１つが「植物カルタ」の作製
である。このカルタの50音は県内に自生する植物のみでできており（使用した画像は栽培も含む）、
「なっとくんのやまぐち植物カルタ」として、入口付近に展示するとともに、この章の机の上で、カ
ルタ体験ができるようにした。カルタの読み札については、植物名を文章の最後に記入すること
や最初はカタカナにしていた植物名を小学生以下でも体験できるようにひらがなに修正するなど
の工夫をした。そのため、社会見学で来館した幼稚園生でも熱心に対戦して取り組んでいた。

　　�　このカルタは、当初は主に親子や子どもを対象と考えていたが、実際には大人の体験者
も多く、地元の大学生でもかなり熱心に取り組んでいる様子が見られた。

　　�　このやまぐち植物カルタについては、販売してほしいとの要望も多かった。今のところ
出前授業でのみの利用としており、当館のMT（ミュージアムティチャー）による植物教
室や学芸員による地域の植物教室での体験会のときには大変好評であった。今後は貸出教
材としても対応できるように、セット数を増やして準備している。

　　
　　●なっとくんからの挑戦状！「クロスワードクイズ」
　　�　主に子どもたちへの工夫として、展示の植物名などを利用して、クロスワードクイズを

自作した。クロスワードクイズの作製は経験がなく苦労したが、パズルの用紙と鉛筆と記
入用のボードを入口に設置し、参加賞として「なっとんくんの缶バッジ」を賞品にした効
果もあって、期間中に261名の参加があった（参加賞の配布数より）。

写真24　世界の植物2写真23　世界の植物1

写真22　沖縄の植物2写真21　沖縄の植物1
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　　●その他の展示（本、標本、掲載コラム）
　　�　自作の植物カルタとクロスワードパズルとは別に、手に取って見ることができる標本、

ここ数年に地元の新聞やミニコミ誌に掲載した植物のコラム、牧野富太郎関連の本や冊子
を展示した。

　　�　標本では、日本の植物研究にとっても欠かせない、「ヤマトグサ」などの植物をあえて
ラミネート加工の標本として展示し、気軽に標本を手に取って目の前でみることができる
ようにした。

　　�　また、カルタもクロスワードクイズも難しい幼い年齢層のことも考えて、「なっとくん
のぬり絵（植物版）」を2種類用意して、持ち帰ることができるようして配慮した。

写真28　植物カルタ4（実践例：大学生）写真27　植物カルタ3（実践例：幼稚園生）

写真30　その他の展示2（ぬり絵）写真29　その他の展示1（関連本など）

写真26　植物カルタ2写真25　植物カルタ1
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図１　クロスワードクイズ（なっとくんからの挑戦状）
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４　関連イベント

⑴　植物に関するミニ体験
　�　今回は、ミニ体験として「世界のふしぎな実やタネにふれよう！」と「植物のしおりをつ

くろう！」を期間中に展示会場で不定期に開催した。不定期にしたのは、狭い会場で多人数
に対応できないことと、予約制にした場合の職員の負担軽減を図るためである。結果的には、
こちらの都合で土日の当番出勤日などに実施直前に開催日時を決めることができ、来館者の
多い時間帯などの様子を見て対応することもできたので、担当としても負担感が少なく、来
館者からもサプライズ的なイベント体験として大変好評であった。

　�　「世界のふしぎな実やタネにふれよう！」は、延べ14回開催して計228人、そのうち1回は、
幼稚園の社会見学の25名参加であった。「植物のしおりをつくろう！」は、1回のみ開催し
て41名の参加で、ミニ体験全体では269名の参加であった。

写真32 　ミニ体験2 写真31  ミニ体験1 

⑵　教育普及講座
　�　期間中の 5 月25日㈯に「葉脈標本のしおりやミニ図鑑をつくろう！」（参加者15名）、 6

月 8 日㈯に「植物標本をつくって調べよう！入門編」（参加者18名）の 2 回、教育普及講座
を開催した。どちらの講座も、終了後に企画展見学とミニ体験を開催した。

写真34　教育普及講座2写真33　教育普及講座1
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５　おわりに

　どこの博物館でも、地味な植物分野での展示には苦労していると聞くことが多い。植物園の
ような鮮やかな花に彩られることもなく、動物園のような動きや音（鳴き声）などもなく、博
物館の植物展示と言えば、どうしても茶色がかったものが多い標本展示になりがちで、展示で
五感に訴え、感覚的に学ぶことができる選択肢が少ないからであろう。
　しかしながら、植物研究の一端に携わるものとしては、植物にまず興味をもってもらわない
ことには、いくら研究や調査の結果をあれこれ言っても始まらないという危機感は常に持って
いて、特に次代を担う子どもたちにこそ植物を始めとする自然に親しんで、自然の大切さに気
づくとともに、自然への畏怖や畏敬の念をもってほしいと願っている。
　本展は、その取り掛かりとして、まずは植物のすごさ、おもしろさ、ふしぎさに気づいても
らうことから始めよう、というコンセプトで計画したものである。
　そのため、いかにしてこの展示室に足を運んでもらうか、足を踏み入れてもらうか、という
ことに始まり、せっかく展示室に足を踏み入れてもらえたら、今度は少しでも長く滞在して、
いつのまにか植物に興味をもっていた、という人が一人でも増えることを常に心がけて企画を
進めてきた。
　そもそも、会場である 3 階の展示室は、 2 階から入る当館の展示室の一番奥にあり、その前
には楽しい理工の体験コーナーがあるため、企画展の会場に気づかなかったり、楽しい体験
コーナーで満足して帰ってしまったりすることが多い。そのため、展示室入口の外側から動画
による展示を始めて、親しみやすい50音カルタの展示から正面に大画面で山口県の絶景をちり
ばめた動画の展示を続けて、来館者を誘導するようにした。また、それぞれのコーナーでは最
大限モニターを活用した視覚に訴える展示を工夫した。このように全体でわずか約143㎡しか
ない本展の展示室で用いたプロジェクターは ２ 台、モニターは大型のもの（サイネージ）が ３
台、小型のものが ８ 台となり、当館で展示に使えるモニター類をフルに活用した。このような
映像の多い展示は、植物の展示ではあまり例がないと思われる。
　こうすることで、単なる植物の展示というだけでなく大きく視野を広げ、同時にそれぞれの
植物の生育する地域の素晴らしさにふれることができ、ふるさと「やまぐち」を改めて見直す
機会にもなったと考えている。
　また、明治時代の偉大な植物研究者たちの標本に触れることによって、100年以上も前から
のこうした地道な努力が続けられ、おかげで100年以上も前の日本の植物の様子が手に取るよ
うにわかるので、植物標本は単なる植物体ではなく過去から現在をつなぐ貴重な財産となって
いることも知ってもらうことができたと感じている。
　本展の開催中には、本展の続編の企画展の開催は未定であったが、その後当館の諸事情によ
り、急遽令和 7 年（2025年）の春に「やまぐち植物さんぽ【その ２ 】（その １ は【Ⅰ】と表記
したが、ⅡはⅠと混同しやすいので、そのⅡではなく「その ２ 」と表記）の開催が決定した。
同じ分野の企画展をしかも続き物として開催することは異例であり、季節が限定される期間の
撮影や調査が必要な植物分野では、実質半年の準備期間ではかなり厳しいものがあるが、今回
の経験と反省を生かし、さらに興味を引く展示にするために準備中である。　
　偶然ではあるが、【Ⅰ】で展示した牧野富太郎などのすでに所蔵が記録されていた明治時代
の貴重な植物標本に続いて、最近の当館の植物サポーターの皆さんの活動の成果として、未
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整理だった植物標本の中に、南方熊楠（1867〜1941）やフランス人宣教師で植物学者のフォー
リー（Urban Jean Farie 1847〜1915）などが作製した貴重な植物標本も含まれていたことが
明らかになった。また牧野富太郎（1862〜1957）の標本も新たに確認できた。その ２ では、こ
うして存在が新たに確認できた植物研究史の上でも貴重な資料である収蔵資料も併せて展示で
きるように準備を進めている。
　最後に、本展やそれに関連する調査に協力していただいた当館の植物サポーターの皆さん、
画像を提供していただいた徳島県立博物館の小川誠氏、同じく撮影画像の使用を許可いただい
た沖縄県や熊本県の各施設の皆さんを始め、関係各位に深く感謝申し上げる。

＜参考資料＞
●当館のバーチャル収蔵庫へのリンク

図２ バーチャル収蔵庫

●バーチャル山口博物館「やまぐち植物さんぽ【Ⅰ】」へのリンク
　バーチャル企画展として、当館WEB上で今回の企画展の画像を公開している。

図３　バーチャル山口博物館
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図4　展示物一覧1

＜「やまぐち植物さんぽ【Ⅰ】　展示物一覧＞
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図5　展示物一覧2
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